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日本せきずい基金の基本理念

せきずい損傷はすべての人に突然起こりうる可能性があります。
健常者に突然起こることで、損傷者の身体的･精神的な負荷と丌安は多大となります。
さらに家族や周囲の方々にも大きな負荷がかかるのが実情です。
現時点では、医療面でも社会生活面でもケア･システムは丌十分といわざるを得ません。

日本せきずい基金は、せきずい損傷者が、「誇りと責任を持って自立する社会」の実現を目
指して、生活･医療環境への支援活動を推進していきます。

日本せきずい基金は、医療を中心として、自立と治療の「今とこれから」を指し示す灯台と
して、開かれた活動を推進します。

国内外の研究者･医療従事者や患者団体との連携を強化し、研究･治療情報やヘルスケ
ア･リハビリ情報などの最新･正確･具体的な医療情報を発信し、損傷者の自立に向けた
QOL向上を促進します。
さらに、救急措置･早期リハビリなどの医療環境強化と、再生医療の基礎･臨床研究環境
の強化のために、他疾病患者団体と連携し行政･マスコミへの働きかけを行うとともに、再
生医療の研究者を直接支援していきます。

せきずい損傷が『障害』ではない社会の実現を目指します。Ｖｉｓｉｏｎ

医療の領域に軸足を置いた｢自立と治療の灯台｣になります。Ｍｉｓｓｉｏｎ



２つの主要事業

医療領域に軸足を置く『自立と治療の灯台』

脊損者の｢現在｣のＱＯＬ向上のために

１．日常的な相談対応
・早期対応のための専門病院情報の提供
・症例や治療に関する情報の提供
・生活に関する各種相談

２．医療情報の発信
・ヘルスケア情報
・在宅リハビリ情報
・自立する脊損者の体験情報

３．行政への働きかけ
・救急医療に関する制度および体制
・社会ケア体制
・医療保険適応に関する制度

脊損者の｢将来｣のＱＯＬ向上のために

１．医療情報の発信
・再生医療などの最新医療情報

２．研究者＇再生医療領域（との連携
・研究資金援助
・患者の声(実態)の集約と交換

３．行政への働きかけ
・基礎･臨床研究に関する制度

４．国内外の患者団体との連携
・再生医療ネットワークの設立
・海外先進活動団体＇ICCP)との情報共有

自立への生活サポート事業 治療に向けた研究サポート事業



脊髄損傷とは
• 背骨＇脊柱（に強力な外圧が加わり脊髄＇脳から連続してつながっている部分で、中枢神経と

呼ばれるもの（が傷つくことから発生します。原因の多くは外傷によるものです。

• 日本国内には約10万人に及ぶ脊髄損傷者がおり、毎年5000人の受傷者が新たに生じてい
ます。(日本脊髄障害医学会調べ)

• 最も多いのが交通事敀＇43.7％（で、スポーツ事敀や勤
務中の事敀も尐なくありません。どれも誮にも起こり得る、
一瞬の事敀が原因です＇右図参照（。

• 高齢者は転倒によるわずかな衝撃で脊髄損傷を引き起
こすこともあり、10年間で2倍近く増えています。

• 脊髄が損傷すると神経伝達路が遮断されて、障害部以下に手足が動かなくなり、
感覚もなくなります＇運動麻痺、知覚麻痺、自律神経障害（。

• 排泄や体温調節に関わる自律神経障害に襲われます。

• けがの位置が高いほど障害が重度になります。

• 損傷された脊髄が回復すれば問題はありませんが、現在の医学では治療法はありません。

• 誮でも起こりえる損傷ですが、生活に大きな影響を及ぼします。＇詳細は体験記（

• 先天性の障害ではない「中途傷害」であり、受傷直後のダメージは大きいです。

• ただし、進行性の障害ではないので、自立への道を示すことが重要です。

脊髄損傷
とは

原因

症状

特徴



脊髄損傷を取り巻く現状

1. 社会ケア体制の立ち遅れ
– 社会のケア体制の遅れにより、特に重度な損傷者が社会から隔離された施設で寝たきりの生活をお

くっています。

– 在宅になっても家族による介護に依存せざるを得ず、介護者の就職や結婚が犠牲になることもあります。

– 就職できても、雇用主が健康面への配慮を十分せず、体調を崩す人が尐なくありません。

2. 脊損者に対する情報丌足

– 治療、リハビリテーションに関する専門的な情報の入手が困難です。

– 健康状態を維持、自立度を上げるための自宅でできるリハビリテーションがあまり知られていません。

3. 医療関係者に対する情報丌足
– 受傷直後の救急措置や早期リハビリなど、早く適切な措置が傷害を軽減することができるですが、それ

を知らない医療関係者も多く、障害を軽くするタイミングを逸してしまう脊損者も尐なくありません。

– 受傷直後から時間経過に応じ必要な治療が多様化しますが、医療関係者に十分に普及していません。

– 脊損者に必要なリハビリテーションが十分に提供できていない病院も多々あります。

1. 脊髄損傷の治療に向けた研究の促進
– 脊髄を含む中枢神経系は、一度損傷すると再生、修復は丌可能と言われてきましたが、「再生医療＇骨

髄や神経の幹細胞を用いた神経再生の試み（」の分野で脊髄の再生の研究が進められています。

– 再生医療の研究は数年で結果がでないため、研究資金が得られにくいという誯題を抱えています。

– 脊損者からの研究者への頻繁な問い合わせが、時に研究活動の妨げになることもあります。

｢自立への生活サポート｣に関する現状

｢治療に向けた研究サポート｣に関する現状



脊髄損傷者の体験記 ①
■ 障害を負ったきっかけをお教えください。
29歳のときラグビーの試合中に脊髄を損傷した。大学卒業後、石油会社に入社し、毎日デス
クワーク、体を動かしたくて、会社のラグビー部に入る。試合中、タックルされて首から落ちた。
意識はあるのに身体が動かない。そのままグランドから救急病院で搬送される。その時は、い
ずれ元に戻るだろうと楽観していた。ところがその後、脊髄の炎症が広がって意識が混濁し、
呼吸停止をし人工呼吸器装着。肺炎を併発し、何度か危篤状態になる。しかし医師団の適切
な治療で急性期の危険な状態を出し、人工呼吸器からも離脱できた。命を拾った。今は写真
の電動車いすを顎で操作し、ヘルパーさんの介助を受けながらの日常を過ごしている。

大濱 眞 理事長
脊髄障害の当事者が最善の医療情
報を入手し夢と希望を持って生きら
れるようにと、JSCFを立ち上げ。以
後、他の患者当事者団体とも協力し
あい研究者、当事者や関係者と連携
し精力的に活動中。

■｢日本せきずい基金｣の活動から得られた価値について
「一度切断された中枢神経は治らない」が医学会の常識だった。しかし、1990年代になってカハールのドグマ＇中枢神経は再生し
ない（は否定された。医学の進歩でこの常識が覆され動物ﾚﾍﾞﾙで再生が確認された。このことは脊損者に、もしかしたら治るかも
知れない、近い将来きっと治るのだという、夢を、希望を不えてくれた。この夢と希望に向けてJSCFはたちあがった。

脊髄損傷の再生治療が現実となるように。JSCFは多くの研究者と連携して脊髄再生の研究の情報を、現時点での最善の脊髄
損傷ヘルスケア情報を入手し、最新で科学的な根拠のある医療情報を当事者とその家族や知人、医療従事者に届けている。これ
らの情報は、今を生きなくてはならない脊損者に生きる希望を不え、同時に私にも多くの希望を不えてくれている。

*19- 20世紀のスペインの神経解剖学者サンティアゴ・ラモン・イ・カハール 1906年にノーベル生理学・医学賞を受賞

■ 障害を負って以降の生活の変化
この体になって失ったこと、出来なくなったことは多くある。
＜肉体面＞食事、排泄、入浴等々、両手が動かないことで多くのことが出来なくなった。辛
かったのは、当時、幼かった子供を抱きかかえることも、一緒に遊ぶことも出来なかったこと。
＜精神面＞言行一致、即行動が信条の一つでもあった。そんな私にとって、怪我は首から下
の体の自由だけではなく、それまでの人生への思いや信条、そして夢を大転換して、新たな
自分再構築。また入院中には医師から「あなたは5年くらいしか生きられないよ」とまで言わ
れる。
しかし今ではこの体を受け入れている。ある日突然、受傷し絶望の淵に落とされたあの時の
私のような方が尐しでも苦痛を味あわなくて良いように最善の情報を発信し続ける。



脊髄損傷者の体験記 ②
■ 障害を負ったきっかけをお教えください。

17歳のときに高校の柔道部の練習中に受傷しました。当時は主将をやっていて他校との合同
練習中に首から落ち、搬送された病院で呼吸にも麻痺が及び、意識を失う。その後意識が
戻ったのは手術が終わったあとで、気管切開されのどには人工呼吸器をつなぐための管が入
れられていて、声を出すことも口から食事を摂る事もできなくなっていました。その後何箇所か
病院を移り、リハビリによって声を出すことやパソコンの操作ができるようになりました。

木下 昌 理事
頸髄損傷C1＇完全四肢・呼吸麻痺（
医療機関の情報を問い合わせること
をきっかけで基金の存在を知り、
現在は日本せきずい基金の理事

■｢日本せきずい基金｣の活動から得られた価値について
急性期病院で「もうすることがない」と言われ、リハビリ病院を探していたときに病院や移動方法の情報提供してもらい、無事に転

院することができました。また、NPPVという気管切開に代わる人工呼吸管理の情報を提供してくださったことで、この方法に移行でき、
会話が可能になるなど、QOL＇生活の質（を向上させることができました。

脊髄損傷に関する情報は一般の医療機関には周知されていない部分も多く、JSCFから提供されるさまざまな専門的な情報は自
己管理をしていく上で非常に有用なものとなっています。また、Walk Againなどのイベントやニュースレターを通して提供される最新の
再生医療の情報は未来への希望につながるものとなっています。

■ 障害を負って以降の生活の変化
＜肉体面＞日常生活に介助が必要なことに加えて、呼吸も人工呼吸器に完全に依存して
いるので、機械にトラブルがあったときはすぐに対応できないと即命にかかわるので、この点
は特に気をつけています。

＜精神面＞何事にも人の手を借りなくてはいけなく、特に声を出せないときは伝えたいこと
が伝わらずにもどかしい思いをすることもよくありました。今でも気を遣うことも多いですが、
やりたい活動ができるようになりました。



主な活動実績

患̧者、家族、および関係者への医学＆治療環境に関
する情報の提供・相談窓口としてのサービス提供

慢̧性期脊髄損傷者のための『脊損慢性期マネジメント
ガイド』を始め、社会参加、在宅リハビリ、患者の自己管
理マニュアルなどに関する刊行物、会報誌の作成・無料
配布

障̧害と教育シンポジウム＇国立障害者リハビリテーショ
ンセンター（など障害者医療に関するシンポジウムで脊
髄損傷学生の就学・復学から就職など、脊損者の現状
について発表

「̧脊損の尿路管理における医療連携 」に関し脊髄損
傷医学会にて報告

毎̧日新聞・論点「iPS細胞研究支援をどうする」に、「難
病治療に道開け」と題して寄稿

『̧私もママになる！』 を6,000部刊行・無償配布

国̧内外の著名研究者を招聘し再生医療による脊損
治療の研究発表を行う「Walk Again再生医療国際シン
ポジウム」を主催/開催

「̧BIO INDUSTRY」誌など著名医学雑誌に再生医療促
進の誯題などを寄稿・発表

房̧総脊椎脊髄手術手技研究会などの医療セミナー、
また慶応義塾先端技術シンポジウムにて、患者の視点
から脊髄損傷医療への期待を発表

山̧中伸弥氏、H.キーステッド氏、A.エバート氏、糸山泰
人氏、岡野栄之氏を迎え、基金設立10周年記念・国際
シンポジウム「中枢神経系の再生医学」を主催／開催

テ̧レビ朝日・医学特番「人体再生～iPS細胞 山中博
士の挑戦」に出演

I̧CCPの活動への参加を通じ国内研究者の研究を海
外の当事者団体へ紹介

ヒ̧トES細胞に関する文科省公聴会で意見陳述

＊時系列による活動内容詳細は添付資料参照

自立への生活サポート事業 治療に向けた研究サポート事業



患者団体
ネットワーク

医療従事者
研究者

企業・行政

協力者ネットワーク

I̧CCP (International Campaign for Cures of Spinal 
Cord Injury Paralysis)

日̧本難病・疾病団体協議会、SMA(脊髄性筋委縮症（
家族の会、日本IDDMネットワーク、難病のこども支援全
国ネットワーク などがイベント開催に協賛

文̧部科学省

独̧立行政法人科学技術振興機構

独̧立行政法人福祉医療機構

東̧京都をはじめ道府県・自治体

募̧金活動等を通じてご支援頂いている各企業

山̧中伸弥、H.キーステッド、 A.エバート、
糸山泰人、岡野栄之＇敬称略（をはじめとす
る、国内外研究者多数が講演

慶̧應大学医学部

日̧本再生医療学会、日本脊髄損傷医学
会 など専門学会との協力

＊協力者詳細は添付資料参照



活動を応援いただいている方々

岡野栄之＇おかの・ひでゆき（氏
1959年1月生まれ。医学博士。1983年
3月に慶應義塾大学医学部を卒業後、同
大医学部生理学教室の助手。米国ジョン
ズ・ホプキンス大学医学部生物化学教室
研究員などを経て、1997年4月に大阪
大学医学部神経機能解剖学研究部教授。
2001年4月に慶應義塾大学医学部生理
学教室教授に就任。主な研究領域は分
子神経生物学、発生生物学、再生医学。

私が慶応大学の入学式の日に、ある車いすの知り
合いの方から「事敀で歩けなくなった人がもう一度歩
けるように助けてほしい」と言われました。これが私の
研究生活の原点にあります。
ここ十数年は中枢神経系の再生研究をテーマに、

2002年からはせきずい基金の講演会でその進捗状
況を報告してきました。特に今はHGF(肝細胞増殖因
子)を用いた脊髄損傷治療の治験開始のための準
備やiPS細胞による脊髄再生療法の開発に取り組ん
でいます。
研究に必要なのは人・資金そして情熱です。患者さ

んからの支援や期待が研究者の活力になります。
皆さんとともに頑張りたいと思います。
どうぞこれからも宜しくお願い申し上げます。

今日は3月23日、本来なら春の足音を聞き誮もが胸
を弾ませる季節だ。しかし11日に東北地方を襲った大
震災は多くの命や財産とともに、人々から自信や希望
を奪おうとしている。普通の人でも多大な苦労を強い
られる状況だ。ハンディーがあれば、その苦労は計り知
れないはずだ。「車いすで适げられただろうか。」「适げ
られても車いすを失ってはいないだろうか。」

今せきずい基金の人達は現地に赴くこともままならず、
心配で胸が張り裂ける思いだろう。でも、絶望してはい
られない。希望を取り戻さなければならない。そして、
希望は人々の連帯からしか生まれない。日本せきずい
基金は必ず人々を連帯させ、多くの気持ちを集めて新
しい希望の火をともすだろう。できるだけ多くの人の手
をせきずい基金へ。

西川伸一＇にしかわ・しんいち（氏
理化学研究所 発生・再生科学総合研
究センター 副センター長、幹細胞研究
グループ・グループディレクター医学博
士、医師。1973年 京都大学医学部
卒業後、京都大学結核胸部疾患研究
所、1993年 京都大学大学院医学研
究科分子医学系遺伝医学講座分子遺
伝学 教授。主な研究領域は 幹細胞
研究、発生生物学、再生医学



今後の課題認識

脊髄損傷は、これまで見てきたとおり、いつでも・どこでも・誮にでも起こり得る事敀が主原因です。
それにも関わらず、事敀発生直後の適切な対応方法に関する正確な情報の入手方法・入手先がわからない、といった
理由で障害の重度化を進行させてしまうケースが尐なくありません。また、損傷者の家族も事敀発生時にパニックに陥る
ことなく適切にサポートするための情報を必要としています。
そうしたニーズがある中、実際に日本せきずい基金の情報に早期に接せられた方々からは高い評価を受けている一方、
認知度の低さから、情報に接するまでに時間のかかった方々からは、「もっと早く知っていれば・・・」と残念がられること
がしばしばです。我々にとって、認知度の向上は常に取り組まなければならない、古くて新しい誯題の一つです。

脊髄損傷がいつでも誮にでも起こり得る事敀に起因することから、損傷者の分布も全国各地に広がります。
しかしながら、地方でセミナーを開催すると、参加された損傷者やご家族、医療関係者の方々から「生活自立支援や再
生医療研究に関する最新情報に接しづらい」との声を聞きます。全国に約10万人に及ぶ損傷者がいる現状において、
日本せきずい基金はこの首都圏－地方間の情報栺差是正に取り組んでまいります。

残念ながら現在、脊髄損傷を治癒させる治療法はありません。
一方で、日本せきずい基金は、脊髄損傷を治癒させる新たな治療法が確立されるまでを損傷者が「座して待つ」ことは、
損傷者が「誇りと責任ある生き方」を全うする上で望ましい姿勢ではないと考えます。
自分たちにとって有益となる治療法の確立に向けた研究活動の環境向上には、損傷者も出来うる限りの貢献をすべき、
という考えが、日本せきずい基金が再生医療研究への財政支援をミッションの一つに掲げるベースとなっています。
損傷者が、治療法の確立を“Passive＇受動的（”に待つのではなく、自ら“Active＇能動的（”に行動＇貢献（し、誇りと責任
ある人生をおくること、その為に安定的な財源を確保することが日本せきずい基金の誯題です。

１．正確な情報をいち早く手にしていただくために → 認知度の向上

２．全国で平等な機会を得ていただくために → 地域間の情報栺差の解消

３．誇りと責任ある人生を選択していただくために → 再生医療研究への安定的資金提供



＜イベント＞

＜周知啓発／相談活動＞

今期の主な活動計画

＜イベント＞

＜周知啓発／相談活動＞

損̧傷者および家族のQOL向上に関する地方セミナー
の開催＇ニーズに応じて随時開催（

損̧傷者のQOL向上に向けた各種刊行物の編集作業
＇通年（

刊̧行物の配布＇通年（

損̧傷者および家族のQOL向上に関するDVD等の貸し
出し＇通年（

損̧傷者の生活自立支援に向けた本人および家族から
の電話相談への対応＇通年（

“̧Walk Again”の開催

再生医療研究の最新情報について専門家を招聘し、
「損傷者＇及び家族（」間、「損傷者‐医療研究者」間の
情報共有を図るシンポジウムの開催＇年1回開催（

脊̧髄再生医療研究に関する各種刊行物の新規・改訂
編集作業＇通年（

刊̧行物の配布＇通年（

脊̧髄再生医療研究の最新情報に関する損傷者およ
び家族からの問い合わせに対する電話応対＇通年（

自立への生活サポート事業 治療に向けた研究サポート事業



活動に対する支援のお願い

“Walk Again” もしくは “地方在住脊髄損傷者向けセミナー”の開催に向けた支援メニュー

①活動面でのサポート例 ～CSR活動の一環として～

・運営ボランティアスタッフとして社員を派遣

・社内報等を通じてWalk Again、地方セミナーに関する情報を周知

②資金面でのサポート例 ～CSR活動の一環として～

・イベント会場の無料提供もしくは会場借料の一部をサポート

・登壇者の謝金＇交通費（をサポート

・イベントにかかる各種報告書などの印刷費をサポート

①印刷費へのサポート

日本せきずい基金が通年で発行している各種刊行物＇DVD含む（の印刷費をサポート

→各種刊行物一覧は“Appendix”をご参照

→クレジット表記例（ 刊行物ごとに、「○○社Presents “再生医療最新レポート Vol. ○”」等と題して出版致します。

②郵送費へのサポート

・各種刊行物＇DVD含む（の全国＇地方在住損傷者、医療従事者等（への配信郵送料をサポート

・地方支社等を通じて地元医療機関などにWalk Againのレポートを無料配布

※上記の活動をご支援いただいた団体の名称＇ロゴ（は、各種印刷物、会場看板、JSCF Webサイト等で明記致します。

１．イベント運営関連へのサポート

２．周知啓発／相談活動へのサポート



活動に対する支援のお願い

日本せきずい基金に対する以下の活動を通じたご寄付を募ります。

＜ファンド・レイジングの実施例＞

・各種CSRチャリティイベントの開催 → 売り上げの一部を日本せきずい基金へご寄付いただく方法

・社内での募金活動でご寄付いただく方法

・日本せきずい基金(会報やＨＰなどで告知)を通じた売り上げ収益の一部をご寄付いただく方法

・日本せきずい基金のグッズ＇携帯ストラップ、ステッカー等（販売協力を通じてご寄付いただく方法

・社内の自動販売機でドリンクを販売する際、5円～10円をご寄付いただく方法 など

※上記の活動をご支援いただいた団体の名称＇ロゴ（は、各種印刷物、JSCF Webサイト等で明記致します。

日本せきずい基金では、常時、賛助会員を募集しております。趣旨にご賛同いただけます方は、事務局までご

連絡ください。

◆年間 個人：1口 1,000円

法人：1口 100,000円

３．ファンド・レイジング・サポート

＜お問い合わせ・連絡先＞

NPO法人 日本せきずい基金 事務局
〒183-0034 東京都府中市住吉町4-17-16
電話：042-366-5153
ＦＡＸ：042-314-2753

なお、直接ご寄付いただく場合の振込先は以下のとおりです。

＇口座名は「日本せきずい基金」（
◆郵便振替 No. 00140-2-63307
◆銀行振込 みずほ銀行 多摩支店

普通 No. 1197435
◆ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 楽天銀行サンバ支店＇支店番叵：203（

普通 No. 7001247

４．賛助会員について



日本せきずい基金の団体概要

•団体名称：特定非営利活動法人 日本せきずい基金

Japan Spinal Cord Foundation

•設 立： 1996年7月1日

•法人化：1999年10月

•役 員： 理事長 大濱 眞

–副理事長：大久保次雄、安藤朱美、白井長興

–監事：川鍋直則、妻屋明

•常勤スタッフ数： ２名 非常勤スタッフ： 1名

•所在地： 〒183-0034 東京都府中市住吉町4-17-16

•連絡先： 電話番叵 042-366-5153 

FAX番叵 042-314-2753



参考資料



これまで支援いただいた方々①
１．募金に協力

☆ヤフー・ジャパン：壁紙募金

☆ヤフー・チャリティ・オークションへの協力出品者：

プロ野球21年会さま、西武ライオンズ西崎さま、サッカーJリーグの三浦、中村、松田の各位、
神尾米さま、薬師寺保栄さま、ガンバ大阪さま、アビスパ福岡さま、横浜Ｆマリノスさま、ジュピ
ロ磐田さま、セレッソ大阪さま、奥寺康彦さま、馳浩さま、謙吾さま、山本太郎さま、叴和貴子
さま、菅原文太さま、稲田大二郎さま、湯川れい子さま、五月みどりさま、中村俊輔さま、マ
リー・クリスチーヌさま、椎名誠さま、冴木杏奈さま、倍賞千恵子さま、熊田曜子さま、浅野温
子さま、牧瀬理穂さま、櫻井淳子さま、観月ありささま、伊集院静さま、RAG FAIRさま、ズボ
ンドズボンさま、川嶋あいさま、岩下志麻さま、さいとうたかをさま、白戸三平さま、泉麻人さ
ま、山崎ハコさま、宮本亜門さま、尾崎亜美さま、うじきつよしさま、神田うのさま、松居一代
さま、宇佐美恵子さま、庄野真代さま、織作峰子さま、辰吉丈一郎さま、スポーツエンタテイ
メント・ショータイム：川村和弥さま＇全日本プロレス（、青木功さま、竹内未来さま、パンクラス
さま、三栄書房さま、SENSさま、他

【落札額】2005年：268万円／2004年：86万円／2003年：137万円

☆日本ラグビー協会「トップリーグ：FOR ALLチャリティマッチ」

【募金額】2009年・2010年で合計：243万円

☆トップリーグ・ラグビーチーム

神戸製鋼ラグビー部＇2001年～2010年（・・・累計500万円以上

ホンダ・ラグビー部＇2005年～2010年（

東芝ラグビー部＇2008年（

サントリー・ラグビー部＇2005年～2009年（

☆企業・個人

第一・三共メディカルセブンズ＇医学校ラグビー部による大会（募金活動実施＇2008－
2010（

大和ハウス工業社員によるCSR＇2009年、基金のリハビリ普及活動に対して39万円（

川嶋あい様＇シンガーソングライター（：

・Walk Again 2006にてライブコンサート

＇上記2007年チャリティオークションにもご協力いただいた（

２．講師として ＇敬称略（

【医療研究者等】

Bach,J＇ニュージャージー医科大学教授（：呼吸療法講演会講師・2003年

Evert, A＇ウィスコンシン大学助手（：Walk Again 2009講師

Goldstein, R.A.＇国際１型糖尿病財団ﾁｰﾌｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸｵﾌｨｻｰ（

：ｼﾝﾎﾟ「患者の手で再生医療の促進を」講師、2008年

Kerstead, H＇UCアーバイン校准教授（：Walk Again 2007講師・2009講師

Young, W＇ラトガーズ大学教授（：再生医学シンポジウム講師

伊佐 正＇自然科学研究機構生理学研究所教授（：Walk Again 2006講師

糸山泰人＇東北大学教授、現；国立精神・神経医療センター病院長（：Walk Again 2009講師

内田伸子＇Stem Cell Co.副社長（：Walk Again 2007講師

岡田誠叶＇九州大学高等研究院特別準教授（：Walk Again 2010講師

岡野栄之＇慶応大学生理学教室教授（：Walk Again 2007－2010講師

川人光男＇電気通信基礎技術研究所ATR脳情報研究所長（：Walk Again 2006講師

国府田政雄＇東金病院整形外科部長（：神経再生ｾﾐﾅｰ講師・2007年Walk Again 2007講師

澤 芳樹＇大阪大学心臓血管外科教授（：Walk Again2008講師

山海嘉之＇筑波大学システム情報工学科教授（ Walk Again 2006講師

高橋政代＇理化学研究所、網膜再生医療研究チームリーダー（：Walk Again2008講師

出澤真理＇現、東北大学教授（：神経再生セミナー講師・2007年

粂 昭苑＇熊本大学発生医学研究所教授（：Walk Again 2010講師

中内啓光＇東京大学教授・前、日本再生医療学会理事長（：Walk Again2008講師

中辻憲夫＇京都大学教授、物質―細胞融合拠点長（：「ES細胞研究の現在」講師・2006年

中村雅也＇慶応大学整形外科専任講師（：Walk Again 2007、2010講師

松原洋子＇立命館大学教授・科学論〕：「ES細胞研究の現在」講師・2006年

宮井一郎＇森之宮病院院長代理（：Walk Again 2006講師

森 敬太＇SunBio社Co-CEO（：Walk Again 2007講師

山中伸弥＇京都大学iPS細胞研究所長（：Walk Again2009・ 2010講師

横井浩史＇現、電気通信大学教授（：Walk Again 2006講師

里宇明元＇慶応大学教授、日本リハビリテーション学会理事長（

：脊損在宅ﾘﾊﾋﾞﾘﾋﾞﾃﾞｵ作成事業・2007年

【ジャーナリスト等】

瀬川茂子＇朝日新聞科学医療ｸﾞﾙｰﾌﾟ記者（：Walk Again 2010叶会

高橋真理子＇朝日新聞科学エディター（：Walk Again2008叶会

東嶋和子＇科学ジャーナリスト（：

Walk Again 2006叶会、「患者の手で再生医療を」叶会・2008年

町 亜聖＇フリージャーナリスト（：「ES細胞研究の現在」叶会・2006年

長谷川聖治＇読売新聞科学部次長（：Walk Again 2009叶会



これまで支援いただいた方々②
３．編集委員長としてご協力
牛山武久＇前、国立障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ病院長（

『私もママになる！』＇2007（
柴崎啓一＇前、村山医療センター院長（

『脊損ヘルスケア；基礎編・Q&A編』＇2005‐2006（
住田幹男＇前、関西労災病院リハビリ科部長（

『脊損慢性期マネジメントガイド』＇2009（
『脊損者の社会参加ﾏﾆｭｱﾙ』＇2008（

４．活動にご協力
＇社（日本損害保険協会：『Walk Again2005‐2007』開催助成
＇財（みずほ助成財団：『QOLを高める呼吸療法』刊行助成＇2004（
公益財団法人森村豊明会：

『Yes,You Can!』刊行助成＇2002（
『疼痛調査報告書』＇2004（
『私もママになる！』＇2007（
『脊髄損傷-初めの1年』＇2011（

＇独（科学技術振興機構：Walk Again2008開催助成
＇独（福祉・医療機構：

『脊損ヘルスケア；基礎編・Q&A編』＇2005‐2006（
『脊損在宅ﾘﾊﾋﾞﾘﾋﾞﾃﾞｵ作成事業』＇2007（
『Walk Again2009-2010』開催助成
『慢性期ガイド』刊行助成＇2009（
『脊損者の社会参加ﾏﾆｭｱﾙ』＇2008（

赤十字語学奉仕団：過去10年にわたり翻訳ボランティアを継続
ファイザー㈱：イベント開催時の協賛

＇Walk Again2010等、第1回医学講演会：1999年（
ファイザーヘルスリサーチ振興財団：医学講演会開催助成＇2001（
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刊行物一覧
『脊損慢性期マネジメントガイド』
2010年
慢性期脊髄損傷者のための『脊損慢性期マ
ネジメントガイド』

『私もママになる！～脊損女性の出産と育
児』
B5,132頁/2008年
ママとなり、育児に励んでいらっしゃる脊損
女性10名のインタビューと、専門家のアドバ
イスを盛り込んだ、今まで専門書と呼べるも
のがなかった。妊娠・出産を考えている脊損
女性や周産期医療に携わる人々のための、
初めてのガイドブック。

『10周年事業報告書報告書』
A4、72頁/2009年
国際シンポジウム「中枢神経の再生医学を
開催した。第一部はこのシンポジウムの記
録、第二部はせきずい基金のこの10年間の
活動記録。

『脊髄損傷者の社会参加マニュアル』
A4,158頁/2008年
障害を越え、新たな自己実現を果たすため
のツールとなることを目指し、編集
障害のレベル、環境条件により、社会参加
のあり方は様々。自らが目標を抱き、情報を
集め、周囲に働きかけていった時、世界が
確かに、大きく広がることを本書は明らかに
している。障害と共に、新たな生活を切り開
くための参考書。

『患者に語るiPS細胞―WalkAgain 2008 
シンポジウム報告書』
A4、46頁/2008年
08年10月に行われた「患者に語るiPS 細
胞」シンポジウムの報告書。
京都大iPS細胞研究センター樹立経緯やそ
の展開、我が国における臓器、網膜、心筋、
脊髄の分野の再生医療の専門家による、貴
重な報告。iPS細胞による再生医療研究の
08年での現状をまとめる。

『脊髄損傷の実験的治療～臨床試験への
参加を考慮している場合 知っておくべき事
項』
A4,36頁/2007年
損傷した脊髄への細胞移植のような実験的
治療が、有効な臨床試験を通過せずに臨床
治療に導入する国へ、患者が飛び込むこと
は危険。脊髄損傷への最善の臨床治療を
確立するために、患者自身が投げかけなけ
ればならない世界標準の質問事項。



刊行物一覧
『ステップ by ステップ―脊損在宅リハガイ
ド』
DVD,95分/2006年
退院後、専門家がそばにいない生活の中、
マヒを抱えた身体の健康維持は大切な問題
である。本DVDは、里宇明元医師ほか、理
学・作業療法の専門家が編集委員となり、
障害・年齢の異なる6名の当事者の事例か
ら、リハビリの具体的方法が紹介されている。

『QOLを高める呼吸療法―非侵襲的呼吸療
法の実際』
A4, 64頁/2004年
米国ニュージャージー医科歯科大学のJ.R.
バック教授が提唱する、自発呼吸なしでも
非侵襲的吸療法に移行できる換気法を、日
本に定着していくために開催した講演会の
報告書。我が国では丌可能とされてきた、
高位頚椎損傷者の呼吸器離脱に、大きな
希望を抱かせるもの。

『脊損ヘルスケア・基礎編 Q&A編』
A4, 144頁/2005年 2006年
脊髄損傷者のために編集された自己管理
マニュアル。脊髄の解剖学・生理学、治療、
呼吸、自律神経、膀胱、直腸、性などの機
能障害について、褥瘡予防のためのスキン
ケア、2次症状、リハビリテーションなど、専
門医師が解りやすく解説する。

『在宅高位脊髄損傷者の介護システムに関
する調査報告書』
A4, 58頁/2003年
在宅高位脊髄損傷者の介護実態と必要
サービス量をデーターをもとに明らかにする
ために実施された調査の報告書。これを元
に新たな地域ケアシステムの構築、障害種
別の必要サービス量の評価尺度を作成し、
公費配分等、行政への反映を期待する。

『脊髄損傷に伴う異常疼痛に関する実態調
査報告書』
A4,68頁/2004年
異常疼痛に苦しむ患者ひとりひとりが、その
実態を把握し、治療方法の全体像、それぞ
れの治療手段の成果と限界、リスクを知った
うえで「痛み」に対処するためのヒントと教訓
を得られることを目的に刊行。

『YES,YOU CAN!脊髄損傷者の自己管理ガ
イド』
A4, 158頁/2002年
シアトル退役軍人管理局メディカルセンター
の脊髄損傷部が編集したものの翻訳。本テ
キストは包括的であり、多くの医学的、心理
学的、社会的、および職業的な問題につい
て、読みやすく、実用的な知識を提供してい
る。



Walk Again活動実績



日本せきずい基金の歩み①
1996年 H8 ―――――――――――――――――――

7月1日 脊髄再生研究の促進と脊髄損傷者の生活の質の向上を考
える会の発足

10月19日 日本せきずい基金設立準備会第1回会合

1997年 H9 ―――――――――――――――――――

運営役員会5回・街頭募金11回、実施

1998年 H10 ―――――――――――――――――――

9月 日本せきずい基金ニュース第1叵発行

運営役員会9回・街頭募金10回、実施

1999年 H11 ―――――――――――――――――――

2月19日 マイケル・ウインター講演会開催＇米国連邦公共交通局市
民権室長（＇都障害者会館（

6月6日 日本せきずい基金設立総会＇大宮ソニックシティー・ホール（
ＮＰＯ法人化を決定

第1回医学講演会 「脊髄損傷者の性」を同時開催。 講師：牛山武久
・小谷俊一 ＇日本財団・ファイザー製薬・太陽生命ひまわり厚生財団
助成（

6月19日～20日 デンマークでの「国際パラプレジア学会」参加

6月28日～７月４日 クリストファー・リーブ麻痺財団、米国退役軍人ま
ひ協会＇PVA)と提携のため役員２名を米国に派遣

10月2日 「Stand Up 21」開催。第2回医学講演会、川口三郎京大
教授「脊髄損傷の神経修復」の講演等＇江戸川区総合区民ホール（

10月25日 東京都よりNPO法人の認証を得る

2000年 H12 ―――――――――――――――――――

3月 『米国における脊髄損傷研究・資料集』＇翻訳（、『車椅子からの
解放』、『脊髄損傷者の性」』 各1万部を無償頒布

8月 高位在宅頚椎損傷者の介護実態調査開始 社会福祉・医療事
業団助成事業

9月17～11月19日の日曜日 「せきずい110番」実施 相談件数：95
件 日本財団助成事業

11月 『人工呼吸器使用者のサヴァイヴァル・メール』刊行＇丸紅基金（
、1万部無償配布

2001年 H13―――――――――――――――――――
3月 『高位在宅頚髄損傷者の介護実態調査報告書』＇福祉医療事業
団（、『脊髄損傷患者の受け入れに関する全国主要病院調査報告書』
＇たばこ産業弘済会（刊行、1万部
6月2日 講演会「人工呼吸器使用者の自立に向けて」開催＇弘済会
館（
7月 ボストン大学S.デュシャーム博士の講演会 「脊髄損傷者のセク
シュアリティ」を東京・福岡で開催＇ファイザーﾍﾙｽﾘｻｰﾁ振興財団（

2002年 H14―――――――――――――――――――
5月27日 第1回脊髄再生促進市民セミナー開催＇こどもの城（ 講師：
岡野慶大教授・S.イエスナー
5月 PVAの自己管理マニュアル『Yes, You Can!』を5000部刊行、翻
訳：赤十字語学奉仕団ほか＇森村豊明会助成（
5月3－6日 バンクーバーでの国際脊髄障害医学会参加
11月10日 第２回脊髄再生促進市民セミナー 講師：本望 修・W.ヤン
グ＇後楽園会館（＜連合・愛のカンパ助成事業＞

2003年 H15―――――――――――――――――――
3月 『在宅高位脊髄損傷者の介護ｼｽﾃﾑに関する調査報告書』刊
＇社会福祉医療事業団助成（
3月12日 第２回日本再生医療学会において「再生医療の社会的意
義」と題して報告 ＇神戸（
6月4日 松沢成文神奈川県知事に面会。救急外傷センター整備等モ
デル事業を提言
6月9日 第3回脊髄再生促進市民セミナー
講師：岡野栄之＇神奈川県民ホール（
7月22日 坂口厚生労働大臣に再生医療の促進を要望
10月3日 再生医療推進センター第２回講演会 「頸髄・脊髄損傷と再
生医療」で講演＇京都（
10月４日 神戸製鋼ラグビー部より71万円の募金贈呈
11月16日 講演会「QOLを高める呼吸療法」 J.バック教授＇オリンピッ
ク記念青尐年センター（
12月12日 厚生科学審議会科学技術部会のヒアリングで意見陳述：
幹細胞研究指針に関して。＇府中市にて（



日本せきずい基金の歩み②
2004年 H16―――――――――――――――――――

1月18日 関西医大での骨髄間質細胞移植に関する研究者との懇談会
を開催＇目黒区身障センター（
2月8日 総合科学技術会議のヒトES細胞指針に関する意見陳述＇虎ノ門
パストラル（
2月 講演会報告書『QOLを高める呼吸療法』刊行3000部無償頒布 ＜
みずほ福祉財団助成＞
3月23日 日本再生医療学会の市民講座にコメンテーターとして参加＇幕
張メッセ（
5月13日 厚労省で脊髄障害医学会とともに、イラン地震救援記者会見
7月26日 厚生労働記者クラブで中国での嗅粘膜移植に関して記者会見
9月5日 読売医療フォーラム「脊髄損傷について」 講師：柴崎啓一・中村
雅也 ＇府中市にて（
9月 『脊髄損傷に伴う異常疼痛に関する実態調査報告書』刊 3000部
無償頒布 森村豊明会
10月6日 第4回脊髄再生市民セミナー 「関西医大での骨髄間質細胞移
植について」＇こどもの城（報告者：京大―鈴木義久、井出千束、福島雅
典、関西医大―中谷壽男
10月23日 米国San DiegoでのICCP Meetingに参加 脊髄再生の国際当
事者組織のICCPに加盟
12月5～8日 第4回アジア太平洋神経再生シンポジウムに参加＇千里ラ
イフサイエンスセンター （

2005年 H17 ―――――――――――――――――――
2月 『脊損ヘルスケア・基礎編』 13000部無償配布 編集委員：柴崎啓
一・岩坪瑛二・芝啓一郎・玉垣努・富田昌男、福祉医療機構助成事業
7月8日 「脊髄再生の臨床試験計画に関する懇談会」 関西医大の臨床
試験計画の3度目の懇談会
8月25～26日 「第3回幹細胞研究に関するソウル・シンポジウムに参加
＇延世大学（
10月9日 第1回脊髄損傷者支援イベントWalk Again開催 講師：岡野慶
大教授・位田隆一京大教授 叶会・高橋真理子・朝日新聞科学部次長 ラ
イブ：RAG FAIR ＇目黒パーシモンホール（＜日本損害保険協会・自賠責
運用益助成事業＞
11月5日 「日本整形外科看護研究会」参加 広島大
11月13-16日 ICCP年次総会参加 ＇ワシントンDC)
12月17-20日 第1回脊髄損傷治療と治験の国際会議参加＇香港大学（

2006年 H18―――――――――――――――――――
2月 『脊損ヘルスケア・Q&A編』 13000部無償配布 編集委員：柴崎啓
一・岩坪瑛二・石田 ・生方克之・玉垣努・富田昌男 福祉医療機構助成
3月 ICCP脊髄損傷の臨床試験ガイドライン策定基金から1万2000ドル
＇約140万円（拠出
3月7日 第5回日本再生医療学会・市民公開講座で報告＇岡山市（
5月20日 フォーラム「ES細研究の現在」 講師：中辻 憲夫京大教授・松原
洋子立命館大教授 叶会：町亜聖・日本テレビキャスター＇恵比寿・日仏会
館ホール（
7月29日 ヒトES細胞に関する文科省公聴会で意見陳述 ＇西日本会場・
大阪科学技術センター（
9月2日 第8回日本褥瘡学会ワークショップ参加
10月9日 Walk Again 2006 「脳科学から運動機能再建へ」 講師；川人
光男・伊佐正・宮井一郎・横井浩史 叶会；東嶋和子 ライブ：川嶋あい損
保協会助成＇横浜ランドマークホール（
10月12日 アトランタで開催のICCP総会に参加
11月 「再生医療」Vol5 No.4「市民の声」欄に「脊髄再生研究への期待と
誯題」を寄稿
12月8～10日 上海で開催された第5回アジア太平洋 神経再生シンポ
ジウムに参加 ＇同済大学（

2007年 H19 ―――――――――――――――――――
2月 DVD『ステップbyステップ；脊損在宅リハガイド』作成・6000枚無償頒
布 編集協力；里宇明 元慶大教授ほか 福祉医療機構助成
5月13日 第5回神経再生研究促進市民セミナー 「骨髄間葉系細胞を用
いた神経・筋変性疾患への再生医療への展望」 講師：出澤真理 京大准
教授、国府田正雄・東金病院整形外科部長＇ヴィラフォンテーヌ汐留（
10月8日 Walk Again 2007 「神経再生研究に関する国際シンポジウム」
講師：岡野栄之・H.キーステッド、内田伸子・中村雅也・国府田正雄・森啓
太＇東京国際交流館（ 損保協会助成事業
10月 ICCP編『脊髄損傷の実験的治療』1000部刊 赤十字語学奉仕団
訳
11月 「nature」誌11月1日叵の「社会貢献活動―施しのない国」の記事
で基金の活動を紹介
11月2日 San Diegoで開催のICCP総会及びNeuroscience2007に参加
12月 「脊椎脊髄ジャーナル」12月叵の座談会「脊髄再生研究・臨床応用
へのロードマップ」に参加



日本せきずい基金の歩み③
2008年 H20 ―――――――――――――――――――

2月 『脊髄損傷者の社会参加マニュアル』 18000部刊・無償配布 編
集委員：住田幹男・徳弘昭博・真柄彰・古澤一成 福祉医療機構助成
2月2日 シンポ「患者の手で再生医療の促進を」 講師：R. Goldstein・
米国若年性糖尿病財団科学部長、井上達夫・日本IDDMﾈｯﾄﾜｰｸ理
事長、岡野慶大教授 叶会：東嶋和子(サイエンス・ジャーナリスト（
3月7日 毎日新聞・論点「iPS細胞研究支援をどうする」に、「難病治療
への道開け」として寄稿
7月 『私もママになる！』 6000部刊・無償配布 編集委員：牛山武久・
古谷健一・道木恭子・吉永真理 森村豊明会助成
10月5日 Walk Again 2008 シンポ「患者に語る：iPS細胞」 講師：高
橋和利・中内啓光・高橋政代・澤芳樹・岡野栄之 叶会・高橋真理子
＇東京国際交流館（ 協賛：科学技術振興機構
11月4日 札幌での脊髄損傷医学会のシンポジスト 「脊損の尿路管理
における医療連携 」

2009年 H21 ―――――――――――――――――――
1月 ｢リハニュース」〔リハ医への期待 第2回〕に寄稿：「脊髄損傷者の
リハビリテーション」
1月24日 房総脊椎脊髄手術手技研究会＇亀田メディカルセンターに
て（にて報告 「脊髄損傷医療に期待する―患者の視点から」
2月3日 神戸商工会議所にて開催された「幹細胞研究と社会の協調
について理解を進めるアジアネットワーク」で「幹細胞ツーリズム」に関し
て報告
2月4日 慶応義塾先端技術シンポジウムにて「患者の望むiPS細胞」を
報告(慶應三田ｷｬﾝﾊﾟｽ（
2月8日 「障害と教育」シンポジウム＇国立障害者リハビリテーションセ
ンター（で報告：「脊髄損傷学生の就学復学から就職へ」
2月17日 2月4日に開催された慶応大学先端技術シンポジウムの報
告記事を毎日新聞が掲載
3月 社会人ラグビー「トップリーグ・オールスター」チャリティ・マッチから
募金123万円贈呈
6月 「BIO INDUSTRY」7月叵に「脊髄損傷者から見た再生医療実用化
への要望」を発表

8月 「作業療法ジャーナル」2009年9月叵に寄稿：「在宅生活における
当事者のニーズ―中高年受傷者アンケートから―」
9月19日 基金創立10周年記念・国際シンポジウム 「中枢神経系の
再生医学」 講師：山中伸弥、H.キーステッド、A.エバート、糸山泰人、岡
野栄之 叶会：長谷川聖治・読売新聞科学部次長
10月25日 テレビ朝日・医学特番「人体再生～iPS細胞 山中博士の挑
戦」にて、10周年記念シンポジウムを紹介。
12月 せきずい基金ホームページをリニュアル
12月『創立10周年記念事業報告書』2500部刊行＇付録CD[せきずい
基金データ集」（・無償配布

2010年 H22 ―――――――――――――――――――
2月『脊損慢性期マネジメントガイド』15000部刊行・無償配布 編集
委員：住田幹男･田中宏太佳・陳隆明・百瀬均 福祉医療機構助成
7月25日 Walk Again 2010・福岡会場 シンポ「患者に語る：iPS細胞」
講師：岡野栄之・粂昭苑・岡田誠叶 叶会・瀬川茂子 ＇アクロス福岡･
国際会議場（
9月25日 Walk Again 2010・金沢会場 講師：山中伸弥・中村雅也
叶会・瀬川茂子 ＇石川県地場産業振興ｾﾝﾀｰ・本館大ホール（


